
 

    開 催 日 ７月５日（金） 

    抽選時間 １１時～１４時３０分まで 

    抽選会場 堀留町交差点すぐ「外
との

与
よ

ビル」 前（所在地：中央区日本橋堀留町 1-10-12）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

 

「７月７日はゆかたの日」にちなみ、本年も“七夕ゆかたまつり”を

開催致します。 

ゆかたを着て抽選会に出掛けると、どなたでも参加でき、アミューズ

メントパークペアパスポートや「日本橋老舗のお食事券」、キャラクタ

ーグッツ等バラエティに富んだ商品がもれなく当たります。 

また、周辺の下記企業も「七夕ゆかたまつり」にご協力いただき、ゆ

かた姿でお客様をお迎え致します。皆様ふるってご参加下さい。 

 

【協力予定企業】 

朝日信用金庫 東日本橋支店 滋賀銀行 東京支店 

城北信用金庫 日本橋支店 東京都民銀行 東日本橋支店 

三菱東京ＵＦＪ銀行(浅草橋支店 大伝馬町中央支社 日本橋支店 日本橋中央支店） 

三井住友銀行（人形町支店 浅草橋支店） ＪＴＢトラベランド 小 伝 馬 町 店 

■ ゆかたで歩こう 日本橋 ■ 
 

きものシティ東京実行委員会は七夕ゆかたまつり当日、ゆかた姿で集まった方々で日本橋の中央通り

を歩き、「日本の夏の涼 ゆかた」をＰＲします。 

 

日 時：７月５日（金）１７：００ 集合 （雨天決行） 

 

集合場所：コレド室町４階 三井ホール エントランス ⇒ 最終地点：「七夕ゆかたパーティー」（チケット有料） 

 

コース：コレド室町４階 三井ホール エントランス → （ 調 整 中 ※滝の広場 写真撮影）→ 

    「七夕ゆかたパーティー」（特別会場協力：三井ホール） 

 

 

【協 賛団体】東京織物卸協同組合  東京織物健康保険組合  東京織物厚生年金基金  

主催  きものシティ東京実行委員会 一般財団法人 繊貿会館 
 

 



 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

「７月７日はゆかたの日」にちなみ、本年も“七夕ゆかたまつり”を

開催致します。 

 

■  七夕ゆかたパーティー ■ 

きものシティ東京実行委員会は、一般社団法人全日本きもの振興会と共催で、「七夕ゆかたパー

ティー」を開催いたします。ゆかた姿であればどなたでも参加いただけます。 

 

日 時：７月５日（金） １８：３０開場 19；00 開宴 20：45 終了予定 

会 場：コレド室町日本橋三井ホール 5階  チケット代＠4,000 

 

 イベント内容：コシノジュンコトークショー、ゆかた人気投票、お楽しみ抽選会 他 

  ★ご参加の方は有料チケットにてご入場いただきます。当日の受付もございます 

 

お問い合わせは、こちらまで。東京織物卸商業組合 きものシティ東京実行委員会 （事務局 加瀬谷
か せ が い

まで） 

 ℡03-3663-2104（ｽｹｼﾞｭｰﾙ・内容は当日変更になる事もございます。） 

    ゆかたの着付けも事前予約にて受け付けいたします

■ ゆかたで歩こう 日本橋 ■ 
きものシティ東京実行委員会は七夕ゆかたまつり当日、ゆかた姿で集まった方々で日

本橋の中央通りを練り歩き、「日本の夏の涼 ゆかた」をＰＲします。 

日  時：７月５日（金）１７：００ 集合 （雨天決行） 

集合場所：コレド室町４階 日本橋三井ホール エントランス 

コース：コレド室町４階 三井ホール エントランス → 三井タワー㈱三越 日本橋滝の広場 写真撮影 

→「七夕ゆかたバーティー」（特別会場協力：三井ホール） 

お問い合わせは、こちらまで。東京織物卸商業組合 きものシティ東京実行委員会 （事務局 加瀬谷
か せ が い

まで） 

℡03-3663-2104（ｽｹｼﾞｭｰﾙ・内容は当日変更になる事もございます。 

   ゆかたパーティーも 19 時より予定しておりますので、そのままご参加いただけます 

 
 
 
 
 

[協賛団体] 東京織物卸協同組合 東京織物健康保険組合 東京織物厚生年金会館 

主 催 きものシティ東京実行委員会  一般社団法人 全日本きもの振興会 

特別協賛 三 井 不 動 産 株 式 会 社 コレド室町日本橋三井ホール 



「ゆかたの日」について 
 

 

ゆかたの全国団体である“日本ゆかた連合会”では、昭和５６年に７月７日

を「ゆかたの日」と制定しました。 

これは、中国の故事によりますと、七夕の行事として、女子は色糸を結び、

七本の針を並べ、ウリを供えて手芸、裁縫の上達を祈願し衣類に感謝する日と

したということです。これがいわゆる乞功奠（きっこうてん）の慣習です。 

中国大陸から星祭りとして乞功奠の習俗が日本に伝わったのは奈良時代と

思われますが、それ以前、日本にも織女祭という行事がありました。織女は棚

機姫、つまり神を迎えるためにその衣を織った姫のことで、棚の上にお供えを

して神をお迎えする祭儀だったといわれます。 

このようなことから七夕の７月７日を「ゆかたの日」として制定し、日本伝

統の衣類である「ゆかた」をより多くの方々に着て頂こうと言うわけです。 

夏の風物詩として、昔から愛されてきた「ゆかた」、この日が世代や男女を

問わず多くの人達に「ゆかた」の美しさを見直し、親しんでもらうきっかけに

なればという願いが込められています。 

 

 

〔七夕まつり・参考資料〕 

(1)「宮 中 歳 時 記」入 江 相 政 著 ／ TBSブリタニカ刊 

(2)「日 本 の 祭 り」村 上 元 三 著 ／ あかね書房 

(3)「にっぽん歳時記」村 岡  空 著 ／ 光風社書店 

(4)「諸国年中行事」速水春暁斉 著 ／ 八坂書房 

(5)「五節供の楽しみ 七草・雛祭・端午・七夕・重陽」 

冷泉為人ほか 著 ／ 淡交社 

 


